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有効な触媒の構造は反応や基質に依存するため、構造を容易に修飾できる触媒のデザインが重

要である。我々はこれまで触媒として利用されたことがなかったニトロンに注目し、C2対称性を

有するジニトロン 1 を設計した。ジニトロン 1 は既知の光学活性ジヒドロキシルアミンと様々な

アルデヒドを縮合させることにより高い収率で得ることができ、シリカゲルカラムクロマトグラ

フィーによる精製も可能な安定な化合物である（式 1）。これらの Lewis 塩基触媒としての可能性

を、アリルトリクロロシランを用いるアルデヒドの不斉アリル化反応において検討したところ、

ジニトロン 1f を触媒、DMPU を添加剤とすると、良好な収率と立体選択性で目的物が得られるこ

とが分かった。特に、3,4,5-トリメトキシベンズアルデヒドのアリル化では 87% ee を示した（式 

2）1。現在、さらなる選択性の改善と、その他の反応への適用を検討している。 
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